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論文内容の要旨
本研究は視覚系の重要なはたらきである焦点調節機能を多数の被験者について計測し、日の焦点、調
良行のメカニズムを明らかにしたものである。
第 1 章には視覚情報処理系にわける焦点、調節機能の重要性と本研究の工学的意義を述べ、この研究
の占める位置を明らかにしている。
第 2 章では目の焦点調節機構の解析における問題点として、( 1 )焦点調節に必要な情報、( 2 )誤差
検出のメカニズム、(3 )焦点、調節力の制御機構を明らかにする必要があることを指摘し、これらの研
究に必要な手段として著者が作成した実験装置について述べている。
第 3 章では多数の被験者の焦点調節機能を種々の視覚条件の下で測定し、焦点調節に必要な情報に
ついて検討している。そして網膜像のボケに関する情報が最も重要であること、ボケを検出する過程
に閥値が存在することを明らかにし、閥値の大きさを実験的に求めている。またこれらの実験結果を
もとにボケの情報に着目した焦点調節のアルゴリズムを導出している。
第 4 章では網膜上のボケの大きさを定量的に検知するために用いられている情報処理のメカニズム
を 2 つの実験を通じて検討した結果について述べている。そして網膜像の明るさの分布を微分して明
るさの空間的勾配を検出する機構が存在すること、および像のエッジ部分の明るさの空間的勾配を闇
値と比較して、勾配の大きさを一定に保つよう調節を行なうメカニメムがあることを結論している。
第 5 章では、ステップ、パルス、むよび正弦波状の調節刺激を用いて焦点調節機構の動的な性質を
種々の角度から観察し、制御対象(目のレンズおよびこれを駆動する筋肉)の動特性と中枢における調
節力制御のアルゴリズムについて検討した結果を述べている。
第 6 章では第 5 章に述べた結果をもとに制御対象およびこれを制御する中枢のコントローラのモデ
を導出し、アナログ計算機を用いてモデルによる調節機能のシュミレーションを行なっている。そし
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て第 3~第 5 章の実験に台いて観測された諸現象をモデルを用いて説明できることを示し、このモデ
ルが妥当で、あることを確かめている。
第 7 章は以上の各章を総括した結論である。
論文の審査結果の要旨
本論文は人間の視覚系の機能のうち、焦点調節機能を解明するために、測定装置を開発し、その装
置を用い多数の被験者について計測した結果について検討したものである。その成果を要約すると
( 1 )測定装置(オプトメータ)に種々の工夫をこらすことにより、測定精度が向上し、従来疑問視
されていた諸現象を定量的に解明することを可能にした。
( 2 )焦点調節機能を種々の視覚条件の下で測定した結果、ボケの情報に着目した焦点調節のアルゴ
リズムを導出した。また目のレンズおよびこれを駆動する筋肉の動特性と中枢における調節力制御特
'性を明らかにした。
( 3) 上述の結果をもとにして焦点調節系のモデルを導出し、アナグロ計算機を用いてシミュレーシ
ョンを行ない、実験にわいて観測された諸現象がモデルにより説明できることを示した。
などがあげられる。
人間の優れた視覚系の機能を解明することは、現在、工学の分野で注目されている図形認識、文字
認識、記憶と学習の機構等の人工知能実現に重要な知見を与えるものであって、本研究の成果は、こ
の分野に貢献するところ大である口
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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